
高等学校 令和４年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 6 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

探求の過程において、課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、探
求の意義や価値を理解する力を身に付けさせる。

（５組：橋本） （６組：広崎）

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

総合的な探求の時間

実社会や実生活と事故との関りから問いを見出し、自分で課題を立て、情報を集め、整理・分析して、まと
め・表現する力を身に付けさせる。

探求に主体的・協働的に取り組もうとしているとともに、互いのよさを生かしながら、新たな価値を創造
し、よりよい社会を実現しようとする力を身につけさせる。

0

【 知　識　及　び　技　能 】

総合的な探求の時間

（１組：村上） （２組：伊藤） （３組：増田） （４組：池田）

総合的な探求の時間 0 1

7

配当
時数

○ ○ 7

態

１
学
期

働くことの意義
【知識及び技能】
目的に応じて，複数の手段を使っ
て，情報の収集をできるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
多様な社会構造に目を向けつつ，自
分の進路や興味・関心と結び付けな
がら自己の課題を明らかできるよう
にする。
【学びに向かう力、人間性等】
研究テーマの解決に向けて，自分で
計画を立て，自分から情報収集に向
かえるようにする。

・高校入学までの学びを振り返
り，研究する目的を明確にする。
・多様な社会の中から，自己の進
路や興味･関心と結び付けながら，
研究テーマを自分自身で決定す
る。

【知識・技能】
目的に応じて，複数の手段を使って，情報の
収集をしている。
【思考・判断・表現】
多様な社会構造に目を向けつつ，自分の進路
や興味・関心と結び付けながら自己の
課題を明らかにしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
研究テーマの解決に向けて，自分で計画を立
て，自分から情報収集に向かおうとしてい
る。

○

支えあう社会
【知識及び技能】
社会の背景にある問題状況，課題の
解決に向けた取組等に目を向け，そ
のことが自分自身の生活とつながっ
ていることを理解できるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
社会の複雑な問題状況に目を向けな
がら，自分の進路や興味・関心と結
び付けながら自己の課題を明らかに
できるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
研究テーマの解決に向けて，自分で
計画を立て，自分から情報収集に向
かえるようにする。

○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

【知識・技能】
社会の背景にある問題状況，課題の解決に向
けた取組等に目を向け，そのことが自分自身
の生活とつながっていることを理解してい
る。
【思考・判断・表現】
社会の複雑な問題状況に目を向けながら，自
分の進路や興味・関心と結び付けながら自己
の課題を明らかにしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
研究テーマの解決に向けて，自分で計画を立
て，自分から情報収集に向かおうとしてい
る。

○ ○

都立光丘

・研究テーマを焦点化し，課題を
自
らのものに磨き上げる。
・研究計画を立てる。



進路先調べ
【知識及び技能】
目的に応じて，複数の手段を使っ
て，情報の収集をできるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
多種多様で複雑に関連し合っている
社会を把握し，自分の進路や興味・
関心と結び付けながら自己の課題を
明らかできるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
研究テーマの解決に向けて，自分で
計画を立て，自分から情報収集に向
かえるようにする。

○

・研究課題を進める中で深まって
きた考えをもとにして、より詳細
な情報を収集させる。
・具体化した自己の課題を解決す
べく、どのような進路先を選択す
るのが良いか等、自分の進路や興
味・関心と結びつけながら調べさ
せる。
・研究テーマと研究内容をまとめ
て発表させる。

【知識・技能】
目的に応じて，複数の手段を使って，情報の
収集をしている。
【思考・判断・表現】
多種多様で複雑に関連し合っている社会を把
握し，自分の進路や興味・関心と結び付けな
がら自己の課題を明らかにしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
研究テーマの解決に向けて，自分で計画を立
て，自分から情報収集に向かおうとしてい
る。

○ ○ ○

○ ○ 7

・研究課題を進める中で深まって
きた考えをもとにして、より詳細
な情報を収集させる。
・他者や社会人等から多様な経験
や働くことの意味を聞き知ること
で、自分の進路や興味・関心と結
びつけながら自己の課題を具体化
させる。

【知識・技能】
目的に応じて，複数の手段を使って，情報の
収集をしている。
【思考・判断・表現】
多種多様で複雑に関連し合っている社会を把
握し，自分の進路や興味・関心と結び付けな
がら自己の課題を明らかにしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
研究テーマの解決に向けて，自分で計画を立
て，自分から情報収集に向かおうとしてい
る。

7

合計

35

３
学
期

２
学
期

働く上での幸せとは
【知識及び技能】
目的に応じて，複数の手段を使っ
て，情報の収集をできるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
収集した情報を比較・分析等する中
で，自分の興味・関心に関する共通
点や差異点を明確にできるようにす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自他のよさを認め，多様な意見を受
け入れながら，研究課題の深化がで
きるようにする。

・自ら立てた研究計画に沿って、
働くことの幸せとは何か？に目を
向けさせる。
・研究課題を進める中で深まって
きた考えをもとにして、より詳細
な情報を収集させる。

【知識・技能】
目的に応じて，複数の手段を使って，情報の
収集をしている。
【思考・判断・表現】
収集した情報を比較・分析等する中で，自分
の興味・関心に関する共通点や差異点を明確
にしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
自他のよさを認め，多様な意見を受け入れな
がら，研究課題の深化に努力している。

○ ○ 7

生きがいとは
【知識及び技能】
目的に応じて，複数の手段を使っ
て，情報の収集をできるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
多種多様で複雑に関連し合っている
社会を把握し，自分の進路や興味・
関心と結び付けながら自己の課題を
明らかにできるようにする。
【学びに向かう力、人間性等】
研究テーマの解決に向けて，自分で
計画を立て，自分から情報収集に向
かえるようにする。

○


